
氷 の 山
一一県下主要植物採集地案内 ( 6 ) 一一

概要

氷の山は、海抜1 ， 510.1メートノレで兵庫県最高の山で
ある O 兵庫県養父郡関宮町、大屋町、宍粟郡波賀町、鳥
取県八頭郡若桜町にまたがり、兵唐県と鳥取県との県
境、昔風に言えば但馬、播磨、因幡国境に釜える山であ
るち
地理調査所発行 5万分の 1の地形図「村岡」の1 ， 510.1
メートノレの三角点には、須賀の山、 1， 252メートノレの所
に氷の山越、そのすぐ上、赤倉頭と呼ばれる所に氷の山
と記載されているので、県下最高の1 ， 510.1 メートノレの
山名について混乱を生じている。ヒョウのヤマ、ヒョウ

スガ セン V カセン
のセン、須賀の山、四箇の山、赤倉の頭、または単にセ
ン等いろいろの名で呼ばれているが、大体ヒョウのセン
に落着いてきているので、本文もそれによった。( これ
について、文献にあげた神戸、山岳会編・発行の「但馬を
めぐる山々」の中に詳しし、治文がのせられてし、る。)
氷の山は、海食準平原が隆起した但馬高原の上に、岩
しょうが噴出して出来た安山岩よりなる火山である。そ
の谷は、谷底浸食が盛んで、川底及び岩盤を削り、大小
の滝や滑床をつらね、著しく若返りつつあるが、進行は
上まで及ばないので、頂上一帯はなだらカな傾斜をもっ
ている。このため、冬季は山岳スーキを楽しませてくれ
ている。
この山の植物について特色を述べると、第ーに自然林

が所々残っており、そこには、第一層にブナ、ハウチワ
カエデ、第二層にチ、ンマザサ、第三層にヒメモチ、エゾ
ユズリノ¥ ハイイヌガヤがある日本海型のブナ原始林の
典型的な状態が見られることである。
第二に尾瀬沼のように北方に行かねば見られぬ高山性
の湿原が、この山で見られることである。近畿地元では
滋賀県の比良山にあるが、この氷の山より西の中国山地
では見られなし、ο すなわちその西限である。
その上、中心部はミズコ、ケとスゲとが結び、つくという

典型的な形をしているが、周辺部は南にあるためと、
1， 500メートノレの高さにあるということで、 大分変化し
た型となってレて興味深し、。
ここで見られるヤチスゲは、その分布の西限といわれ

ている。
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第三に植物の分布から見た場合、北方型要素と言われ
る亜寒帯の植物が多い点が注目されている。
例えば、亜高山針葉樹林の指標植物とされているオオ
カニコオモリや、北方型植物の典型的なものとされてい
るツマトリソウ( 四国の石槌I 1Jが南限であるが、大山と
ともにこの山が西限とされている) 0 高山でρ イマツの
下に出てくるとレわれるコケモモ、アカモノ、その他、
シラネセンキュウ、バイケイソウ、エンレイソウ、マイ
ヅノレソウ、ツバメオモト、ツタバネソウ、サンカヨウ、
ダイセンキャラボ夕、羊歯植物としては、シラベやオオ
シラヒソ等、亜高山性森林の下に出てくるとし、うシラネ
ワラビ等が見られることである。
何故このような亜寒帯の植物が多いか、地質学的にも

研究されねばならなレ。
また、先にのベたようにヤチスゲは西限であるが、分

布上東限ともなっているものもある。
例えば、大陸から九州、中国にかけて分布しているチ
ョウセンシモツケの場合である。
このように非常に興味ある山で、兵庫県内の楠物研究

を行なう場合、是非一度は調査せねばならぬ山である。

登山コース

植物採集のため登るコースとしては、大きくわけると
次のように 3つにわけられる。

ツクヨホ
1. 鳥取県側・春米部落より登るコース O これは、さら
に 2つのコースにわけられる。

2. 兵庫県側・但馬コース
養父郡関宮町福定部落より登るコースであるが、こ

れは、さらに氷の山越コースと東尾根コースにわけら
れる。高さにして1 . 000 メートル、距離で 5キロ、時
間として 3時間乃至 4時間のコースである。
3. 兵庫県側・戸倉コース
橋磨似1)揖保川の源、宍粟郡波賀町戸倉峠附近より登
るコースで、最近夏山道が開拓された。

1. 春米コース

鳥取県側春米部落に出るには、鳥取駅より、暴議行の
列車に乗る。約70分程で終点、若桜につく。駅を少し出て
街道から: f ，荷谷行の日の丸ノ、スに乗る。約30分程で点終
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につく。終点から約30分程ゆるやかな笠り道を行くと春
米部落につく。
春米部落の外れの神社を出ると、道はすぐ 2つに分れ
「左氷の山登山道」の道標がある。道標とおり左へ行く
のが古し、登山道である。

タワ
① 左手にーたん川を渡り、水田の中の道を桑カサhLの
方に向ってゆく。やがてその道とわかれると、ゆるや
かな草地で、また道は 2つにわかれるが、杉林の中で
一緒になる。左へ分岐する道は木馬道で、これは赤倉
山の崖の下を通るので時聞がかかる。杉林の中を過ぎ
ると、もと木原八丁と呼ばれていたブナの大木の伐採
地があり、これを登りきると氷の山越につく。 ここ
で、但馬側よりの氷の山越コースに合う O

30分 120分 50分
若荷谷一+ 春米一+ 氷の山越一→頂上

⑧ 春米の神社上手の分岐点より段々畠を登り杉林の
中を真すぐにゆく。杉林をぬけた処でワサビ谷にかか
る橋を渡る。広々とした草原がありスキー小屋があ
るO スキー小屋の下で林道とわかれ小遣を登る。この
付近一帯は冬はスキー場となり、上の広い台地は「高
天が原」と呼ぶ人がある。草原で中央の杉のある凹地
には泉が湧いており、対岸のシャムカとともに夏はキ
ャンプ場となっているつスキー場を通ってゆるやかに
登ってゆくと、眼前にフナがよく繁った山がおおL 、か
ぶさるように近づき、知らず知らずに大倉谷にみちび
かれ、小道は深い森林へ入ってゆく。やがて大倉谷を
横切って、頂上からスキー場に落込んでし、る支流のセ
ン谷に入る昼なお暗レブナ等の原始林である。雪崩に
よる倒木や露出した岩の上をゆく快適な登りである O

やがて「ノド」と呼ばれる両側より岩のせばまった処
に出る} ここで道は 2つに分れる。右は大倉谷の頭を
通ってチシマザサの中を南側から頂上へ登るコースで
ある。左はブナ林の急、坂を登りコシキ岩の下に出て、
氷の山越コースの尾根に合うコースである。どちらも
同じ位の時間である。

20分 60分 60分
春米一→スキー場一→ノド 券頂上
2. 但馬コース

兵庫県側・但馬コースの基点、福定部落に出るには、
山陰線八鹿駅前より全但バス丹戸行に乗る。約70分程で
終点丹戸につく。ここより奈良尾をとおり約15分坂道を
登ると福定である。
① 氷の山越コース
福定より八木川の源流に治って水田の中の道を進むと

川原に出る。少しゆくとダムがあり、最初の滝が左に見
えるところでJIIを渡る。
オニグノレミ、キハダ、キカラスウリ、クサボタン、ハ
ス/ ρイチゴ、川原にはネコヤナギ。

川を渡って川原をゆくと、遭難碑がある。これより右
布滝の谷、左不動滝の谷の 2つの谷をわける尾根をジグ
ザグとまがりながら登る道となる。 48曲りと呼ばれる坂
道で雑木林であるr フサザクラ、ウワ f ズザクラ、カス
1 ザクラ、ナッツバキ、タンコオノミイ、タニウツギ。
まもなく フナ帯の下限林に入る。このあたりがアズ

キコロカシと呼ばれる急坂であるのゾヨコ¥ ハイイヌカ
ヤ、オオイワカガミ、 トキワイカリソウ、ホツツ、ン、ギ
ンリョウソウ。
スギの植林地に入ると間もなく地蔵堂につく。海抜

960メートルのこの付近は、 1948.8.30 オオタイトウヒ
レンを採った頃に比べるとすっかり変って、植えてから
あまり年数のたってレないスギの植林地となっている O

これよりはブナ、 ミズナラの温帯森林の中の登り道で
あるが、上にゆくにしたがってササが多くなり背も高く
なってくる。ミヤマニカウリ、オオモミジカサ、エゾア
ジサイ、ウチワドコ口、 ミヤτ ガンクビソウ、ワセグ人
ミツモトソウ、クロバナヒキオコシ、オオハナウド。
途中、弘法の水と呼ばノレる水場があり、キツリフネ、
メタカラコウ、ヤグソマソウ、イヌガンソ夕、ギンメイ
ソウ、 j ヤコオソウ、ヤマタイミンカサ等が見られる。
ササをわけてゆくと、県下で最も高レ峠である氷の山

越につく。海抜 1，252 メートノレである。ここで春米から
の道と合う O この峠の兵庫県側はチシマザサ、鳥取県側
はヤネフキザサが生えているの
これより頂上までは、県境の尾根道で、鳥取県側は第

二層をチシマザサとするフナの原始林であるが、兵庫県
側は、第二層のチシマザサを薬品で枯らして焼き、その
跡にスギを植えてし、る O コミネカエデ、クロヅノレ、オオ
メヨツパムグラ、マイヅノレソウ、、/ ラヰ、ワラビ、オオノー
シヨリマ、ヒメスギラン、カラクサシ夕、ハスノハイチ
コ、 ミヤマタニタデ、ウスギヨウラ夕、白花ショウジョ
ウノ、カマ、シナノキ、コシアブラ、ヒメアオキ、ヒメモ
チ、エゾユツリノ¥ ヤマソテツ、コバノイシカグマ、タ
イセンキャラボク等、ブナにミヤマノキシノブがついて
L  、る。
途中にあるコシキ岩は、亜寒帯の植物が多く見られる

所である。オオジンヨウイチヤクソウ、イワキンバイ、
チョウセンシモツケ、コケモモ、コメパツヵーザクラ、
ヤマアキノキリンソウ、イワカカミ、グロコ、ケ、タカネ
シモフリゴケ。
ササの背が低くなると間もなく頂上である。コシキ岩
の下で、鳥取側コースのセン谷コースと一緒になる。

50分 50分 60分 50分
福定一→滝の下一→地蔵堂一→氷の山越ー→頂上。
②東尾根コース
福定部落のはずれより、下におり、八木川の源流を渡
り、段々になった水田の中を登ってゆく。オタカラコ
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ウ、ツツナガヤイトメナ、コオニツユクサ、 ソユクサ、
クサボタン、夕、イセンヤナギ、キツネヤナギ、カラフト
ヤナギ、ヤマノ、ギ、ツクシノ、ギ、クジャクシダが多レ。
左側八木川の支流に、オニグルミ、サワクノレヘキヌ
ヤナギ、カツラが特有の樹型をして生えてレる O 水田が
つきると、コリヤナギの栽培地となる。コリヤナギは普
通のもの、棄のより細いもの、葉の短かレものと 3種に
区別され、葉の細いものが、やわらかし、ので最もよレも
のとされている。ヤマチドメ、オオバギポウシ、クロパ
ナヒキオコシ、ヤグノレマソウ、ヤネフキザサ。
海抜 850 メートノレ付近て、コリヤナギの畠がつき杉林
の中に入る。ジグザグの苦しい登りである。チシマサ
サ、アマツル、ヤマソテツ、 ミヤマノ、ハソ、ハシメミ、
モミジドコロ、オオ i ゾソノミ、 トキワイカリソウ。
スギの植林がつき、カスミザクラ、ヨグソミ不パリ、
ウワミスザクラ、ノリウツギ、アスキナシ、タムシバ、
ナナカマド、クマシテ、ヤマボウシ等の林となり、次第
に東尾根に出る。
東尾根は所々ブナ、 f スナラの大木が残ってし、るが、

大体チシマザサが多いj庄である。但馬牛の背のように長
し、長レゆるやかな登り j立である。
ササの中で、オオイワカカ、ミ、 i ヤマシグレ、コノ: ノ
イシカグマ、 ツノレシキミ、 クロツノレ、 ミヤマフユイチ
コ¥ ヤマブドウ、ヒメユヅリノ¥ ヒメモチ、アオダモ、
ナッツメキ、ホツツジ等がみられる。
水の多い所では、サワグノレ i 、 トチノキ、 ミスキヵ、あ
り、その下には、キツリフネ、ヤクノレマゾウ、ヤマタイ
ミンカAサ、 コチャノレメノレソウ、サラシナ、ンョウ 7 、ヤマ
ドリゼンマイ、リョウメンシダ、ヤマソテツが見られる。
2 つ程小川をわたってゆき、ササの背がイ尽くなり、オ

オバニカイチコ、ゎスノハイチコが出てくると、間もな
く神戸大学のヒュッテがある。ヒュッテ付近はフ、ナの原
始林で、道から少しはす、れた所に水場もある。
このブナ林は、 120年位のフナよりなり、下はチシマ

ザサが生えている O フ‘ナ林の上の方は、スギ林となって
いる。その下にミズコケの群落もあり、 ミヤマタニタ
デ、ユキザサ、ツノ円、ン万九エンレイソウ、ツクメネ
ソウもみられる。ブナには、ヤシャビシャクが生えてい
ることもある。この原始林を千本杉と呼んでいる。
道はまた、背より高レササをかきわけてゆく資り道と
なるο 所々ブナ、スギの大木が立っている) 互に治って
エゾユアリノ¥ コノミノイシカグマ、 f ヤマシグレ、サワ
アジサイカ aみられるつ
ササの背が低くなったと思うと、 l眼前にコセイ出があ
らわれるυ コセイ沼の真中をとおってササの中を少し登
れば頂上である。

60分 120分 50分
福定一→大谷一→千本杉ー→頂上

3  戸倉コース

姫路より山崎まで神姫ノ: ス、山崎よりさらに戸倉行の
ノ: スにのりっし、で、約 31時間余りで呉粟郡最奥の戸倉部
落につく
このコースは、 37年 7月にはじめて聞かれたコースな

のであまり知られていなレコースである。
戸倉部落から戸倉| 峠への国道を約30分行くと、営林署
のノj、屋のある坂の谷と畑カ‘谷の合流点にillるごこれカ‘ら
さらに峠の方に 5分ばかり主主ると、右子に坂の谷本谷に
はl、る立派な林道があるのこの坂の谷間有林に通ずる林
道を登ってゆくと、林道のつきる付近、左岸に羊の滝と
よばれる約40メートノレ位の滝が見られるのこの付近よ
り、ヒノキ林と伐採跡地の境界を右岸の国境尾根側に主ま
ると古し、軌j益跡にけ1る。これに治って流れを右にみて遡
ると本流に 11 ¥ 合う。この附近から左岸に渡り尾根道の切
開きに従って登ると、戸倉の避難小屋の約 400 メートノレ
上手に11 : ¥ る" ここからもやはり切開きに従って一路登れ
ば、二の丸頂上につく円二の丸から頂上までも稜線通し
の良い切開き道である。

30分 80分 120分 三り分
戸倉一→坂の谷分岐点 》羊の滝←一歩二の丸一→頂上

4  頂上付近

一等三角点( 1，510.1 メートル) の櫓、豊岡測候所の
無人気象観測所、尼高ヒュッテ等がある。

I員上一帯は、チシマザサが優占し、被度 50 それにブ
ナ、マノレバマンサ夕、ノリウツギ等が低木状をなして混
生してL、るコ この他、 ヨツノζヒヨドリ、 ダイセンヤナ
ギ、オオハニカイチコも見ら行る C

コセイ沼は、牧野博士カー命名された湿原で、あるの
周辺は野生のスギの古木がかなり広い場所を優占して
し、るu 丈は低く、幹は地に臥してし、るものもある。チシ
マザサも入り、低木では、ホツツジ、イヌツゲ、クロミ
ウスノキ、フウリンウメモドキ、クロソヨコ、ハ、ンハミ
なとが混っている。その他赤L、突のアカモノ、 イワナ
シ、オヤマリンドウ、モウセンコケ、ツマトリゾウ、マ
イツノレメウ、バイケイソウ、コバノトンボソウ、キソチ
ドリ、ヤマドリゼンマイ、マン午、ンスギ、ヤチスゲ、コ
イヌノノ、ナヒゲも見られる ミスコケは 2種類もある。
杖をっきさしても 1 メートノレ位は簡単に入る柔さであ
る。

宿泊設備

但馬コ スの基点となる福定をはじめ、ハチ高原、鉢
伏Ul登山の基地大久保等の各部落にはスキー宿があり夏
も泊めてくれるn またユースホステノレもある O
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戸倉コースの戸倉部落には、戸倉山荘をはじめスキー
宿があるο

文献

小早川利次・石川栄之助: 但馬氷の山・妙見山採集目録
(謄 1-11 (1937) 

松本義一. 但馬氷の山・鉢伏山植物採集記
兵庫博. 14; (1937) 

1937年 8月8 日・ 9 日に行なわれた牧野宮太郎博士指
導の採集会の記録。
8月 8 目、福定(6時出発) 一一地蔵堂(9時半) 一一

氷の山越(11時半・昼食) 一一一頂上(2時半着)
氷の山越一一頂上の尾根で、牧野博士「ヒョウノセ
ンカタバミ」を発見し命名。
1.100 メートルの辺に自生してL、るダイセンキャラ
ボクの根本のまわりを計ったところ 1.5 メートノレ、高

も同大のものがあり、前後 3本程見つかった。
頂上付近の沼に牧野博士はコセイ沼と命名。

地図
5万分の 1
若桜、村岡、大屋市場、坂根
大部分は村岡に収められており、但馬コースは大
体これで分るが、 戸倉コースの場合は、 大屋市
場、鳥取側コースには、若桜が必要である。

8月 9 日
鉢伏山採集
参加者70名
兵庫県博物学会: 氷の山植物目録

兵庫博15; (1938) 
前記採集会による積物目録で86科 327種が記載されて
いる。
本目録は「丹後・但馬・因幡海岸地方の自然科学的考
察J(1950)

川中菊市: { 旦馬氷の山植物採集記
植物趣味V [ ; (1938) 

前記採集会に参加した記録。
北村四郎: 会報 植物分類地理 XIV (1952) 
北村四郎: 妙見山・氷の山の植物

兵庫生物 n;  (1953) 

植物分類地理学会と県生物学会と共催、京大植物学教
育指導の採集会記録。
8月11目、福定一一地蔵堂一一一氷の山越一一頂上のコ

井上三義但馬氷の山の植物 Natura No.16(1959) 
室井縛: 氷の山の植物についての新知見

但馬の生物 (1956)
l安田憲氷の山産地衣類知見鳥城( 鳥取ー中校友会

誌、)第52号;
高橋勝. 氷の山産菌渠目録生物の研究1ー2 (1932) 
室井・岡村. 兵庫県植物分布概説

兵庫生物IV 1  9  (1960) 
のじぎく文庫兵庫の自然; (1960) 
筆者は、安木五夫・奥谷禎一
稲田叉男: 兵庫県羊歯植物誌 (1958)
伊藤洋博士のシダ植物分布型E に相当する地帯を有す
る山としてし、る。

岩田・奥谷・永富・中根: 氷の山の昆虫
兵庫生物 n;  121 125 (1953) 

山本広一: 低馬氷の山夏の蝶 1/ D1; (1955) 
山本義丸: 氷の山の蝶類について( 1 . 2. 3. 4) 

1/ D1; 3. 121， 237. 383 
(以下p.68へ)
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がほとんど中部 (median) にあり、次の 1対 (3，4) 
の着糸点は次中部 (submedian) にあるコ第 3対 (5 ， 
6  ) は着糸点が次端部 (subt巴rminal) にあり、その短
腕に二次くびれ (secondary constriction) が見られ
るO 第 4対 (7，8) および第 5対 ( 9， 10) は着糸点
がともに次中部に近い次端部にある。第 6対(11， 12) 
は次中部に、第 7対 (13，1 4 ) はほとんとF中部に着糸点
が見られる。同一根端の中に稀に第 2図矢印で示すよう
な過剰l染色体を持つ細胞が見られた( 第 2，3図参照〕。
核型は次の式で表わされる。

田 沼 1 ('f; st ，..;t 唱 m おむ
K  (2 n) = 1 4 = 2 A + 2 B + 2 C + 4 D + 2 E l  +2E2( +lF) 

要約と考察

イタチササゲの体細胞染色体数は2 n =  14で、染色体
の形は大きく、その大きさはソラマメの染色体にやや近
L  、が、ソラマメの核型は対称性が低レのに対し、本種の
骸型は対称性が高レとし、う点で大きく呉っている。本種
と同属のハマエンドウ (Lathyγus m a門 timus L . )とは
核型の類似性が見られる。

(以下 p.18より)

S u m m a r y  

Lathyrus davidii is inc1uded in Legminosae， and 
it has 14 chromosomes in each somatic cel1. 
T h e  chromosomes are very large， and they are 
something like those of Vicia faba， but their ka-
ryotypes are fairly different from each other; 
that is， the former is high s y m m巴trical but the 
latter is low symmetrical. 
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吉| 波道雄: 氷のlliの蝶類( 1 . 2) 1/ Hl' 27， 124 須賀ノ仙の名で、出ており鳥取側より登り東尾根を下り
森為三 円山JJ 1 . 1 : 流氷の山山麓採集魚類に就て l八鹿にIUるコースを紹介。 9 K ・4時間55分の歩程とし

1/ n; (1953) てレるつ
河村登: 氷の山渓谷の水生昆虫 | 神戸山岳会編・発行

1/ Hl (1954) (1962) 積雪期と無
豊岡高校生物部: 氷の山系植物・昆虫目録( 但馬山岳博| 雪期の登山コースが書かれている。無雪期として鳥取
物館資料) 1964.8.氷の山採集会参加者に配布したもの i  仮IJ ( 春米、セン谷) 兵庫側( 氷の山越、東尾根コース
山岳文献 の外に戸倉側からのコースが出ているっ戸倉側コース
マウンテン、カイドフ¥ y 夕、シリーズ44 としては、唯一の文献である。
中国の山と谷 朋文堂発行
須賀ノ仙の名で出ており鳥取側よりの案内が詳しし、 |  ている。

大阪周辺の山々

第 1 9 回生物学会総会ご案内

昭和40年度、第19回総会は来る 5月30日( 町、 31日( 月) に行なわれる。

場所商脇市県立西脇高校講堂
1 日めは講演会、研究発表、森博士生物研究奨励金援与、協議: 20周年記念に関する件( 会場、日時、展覧会、

記念品、兵庫生物特集号発行、 20周年勤続者表彰) 、本夏行事の件( 富士箱根山採集会と奥谷国林の採集会)
第 2 日めは場所未定、付近ウパメガシ林の見学と採集の会。
なお、研究発表希望の方は県立西脇高校生物室平田忠夫先生あて 5月 5 日までに申込むこと。

この詳しい案内状は 4月中旬に、改めて発送する( 窒井静) 。
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